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を通じて、宗教改革のグローバルな展開に言及したアッポルド博士の基調講演で幕を開けた。続いて四人の登壇者が、イングランド、スカンディナヴィア、ドイツ、ネ デルランドにおける宗教改革の受容と展開についての報告を行った。第一発表は、近世イングランドの文化史を専門する那須敬（国際基督教大学）による「不協和音：一七世紀前半におけるイングランド国 会と音楽」 （
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Augsburg ） 、そして第四発表は、一七世紀オランダ思想
史を専門とする加藤喜之（東京基督教大学）による「カルヴァン主義的デカルト派？：オラ ダ改革派教会と新科学の受容」 （
Calvinistic Cartesian?: The D
utch Reform
ed 
Religion and the Reception of the N
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 Science ）である。






共二（武蔵大学人文学部教授）による「日本の宗教改革史研究：過去・現在・未来」である。これらの論考は本シンポジウムにおけるアッポルド教授 基調講演ならび 踊の総括・報告を翻訳して加筆・修正したものとなっている。博士の論文の翻訳を担当したのは、中世後期・近世ドイツの都市史・医療社会史を専門とする井上周平（ドイツ・ボン大学）である。井上氏に感謝するとともに、翻訳許可をいただいた恩師アッポルド博士にも御礼を申し上げたい。なお本シンポジウムの企画・立案、さらには本特集に惜しみない尽力を だいた小澤実氏 立教 文学部准に心から感謝したい。
（東京基督教大学神学部助教）
　
